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なぜいま、地域包括ケアシステムの「機能性の点検」なのか？

地域のビジョンの共有と分野横断的・統合的なマネジメントへ

■地域包括ケアシステムのビジョンや目標を改めて検討する
・ これまで、高齢者・介護部局が中心となって、地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みが行われてきま
した。しかし、これからの少子高齢化のさらなる進展や地域ごとの事情も踏まえると、各分野・領域を超えて共
有できるよう、全体最適化の観点から機能性を高める取り組みが不可欠です。

・ もとより地域包括ケアシステムを構成する社会資源や体制等は、それらが相互に連携することで大きな効
果が期待されるものです。地域包括ケアシステム構築の節目となる2025年を迎えようとする現在、「わがま
ちの地域包括ケアシステムとは」を改めて見直し、地域のビジョンや目標を再度明確化することが大切です。

資源や事業の整備から、機能性の発揮への転換

■全ての社会資源や体制等を最適化し、効率的に繋ぐことが重要
• 社会資源の整備のみならず、既に地域にある社会資源や体制を工夫して改善し、その機能性を高めること
こそが、地域づくりの基本的な方向となります。このため、『保険者』としてだけではなく、全庁的な体制を含め
た、『自治体』としての状況の点検・評価が重要です。

• したがって、地域の総合計画等との整合性を図りながら、「ビジョン」を起点に、関係部局とも連携の上、政
策・施策・事業のあり方を考え、ひとつひとつの取り組みの成果が上位の目標にどのように貢献しているか、
さらに効果的なものとするにはどのような工夫があり得るかを振り返る必要があります。

• 本ツールは、上位目標に照らして施策・事業の位置づけを振り返り、施策・事業を「機能性（＝目標とすべ
き状態の実現に資するように機能しているか）」に着目して見直す視点を提供します。
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なぜいま、地域包括ケアシステムの「機能性の点検」なのか？

地域のビジョン

政策目標の具体化
(実現したい状態)

施策・事業

高齢者個人が尊厳を保持し、かつ個人の能力に応じた自立した
日常生活の維持・継続できる社会の実現
地域の総合計画・総合戦略等とも連動して検討し、表現する。

地域の理想像（ビジョンの実現）に近づくために、
政策目標の具体化と、その機能、効果について点検する。

政策目標の実現に向けて、個々の施策が連動しつつ、
十分に機能しているか（機能性が発揮されているか）を体系的に
点検。評価に当たっては、関連する参考指標も用いるものとする。

「ビジョン」を起点に施策・事業のあり方を考え、
ひとつひとつの取組の成果が上位の目標にどのように貢献したかを振り返る

「機能」面で目標とすべき状態の実現に資しているかを分解して点検する

総合計画レベル

介護保険事業
計画レベル

施策・予算事業
レベル

起点：ここから
考えていく。
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これまでの検討経緯

•前述の背景にもとづき、令和3年度に、自治体における点検の考え方とそのための枠組み、参考となる指標
等を整理した「点検ツール」をとりまとめた。

• さらに令和4年度には、令和3年度に策定したツールを用いて全国11か所の自治体において点検の実証を
実施し、点検ツールのブラッシュアップを行った。
※改訂版のツールは今後公開予定です
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令和3年度 令和4年度

• 点検の考え方と枠組み、参考となる指標等を
整理した「点検ツール」をとりまとめて公表

• 全国11か所の自治体で実証
⇒点検ツールのブラッシュアップを実施

①
ツール概要の
ご紹介資料

※改訂版のツール類は、令和4年度調査研究
事業成果を踏まえて今後、公開予定

②
ツール本体
(記入や編集が
可能な形式)

③
ツール活用の
マニュアル



本ツールの特徴

目標に対して手段が合っているか、手段が十分な効果をあげているかを、
フルセット主義に基づく施策のチェックリストではなく、機能性の観点で点検するもの

• この点検ツールは、各市町村が、地域包括ケアシステムの構築という「目標」の達成に向けて、介護・福祉
分野やそれ以外の資源を活用した施策という「手段」が十分な効果をあげているかを、できる限り客観的な
指標も参照しつつ点検するためのツールです。

• 地域資源は有限であることから、この点検ツールは、評価指標の全ての項目が満たされているかを見るた
めのものとして設計したものではありません。同様に、介護保険分野の資源の整備状況の多寡の確認を
直接の目的としたものでもありません。

• 本ツールは、「地域のビジョン」（＝高齢者個人が尊厳を保持し、かつ個人の能力に応じた自立した日常
生活の維持・継続できる社会の実現）という「目標」の実現に向けて、その下位に位置付けられた施策や
事業という「手段」による取組が十分に成果を挙げ、貢献しているかを振り返り、施策や事業について取り
組むべき課題を明らかにしたり、優先順位を検討する際の視点を提供することを目的としています。

• 点検の結果、成果が出ていない、成果に貢献しない施策等は、優先的に見直すことが必要です。同じ成果
を挙げることを目的とした手段の中で、より効率性の高い取組に重点化することも考えられます。

• 本ツールは、住まい・医療・介護・予防・生活支援といった個別の施策に位置付けられた事業取組が十分に
連携され、「機能性」（＝目標とすべき状態の実現に資するように機能しているか）の観点から、施策の展
開をより効果的なものとするための考え方の点検に役立てて頂けるものとしてとりまとめたものです。
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点検の枠組みと視点

• 本ツールが前提とする点検の枠組みと視点は以下の通り。
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住民が希
望する、
住み慣れ
た地域・
居宅での
生活を継
続できて
いる

〈理想の姿〉

高齢者個
人が尊厳
を保持し、
かつ個人
の能力に
応じた
自立した
日常生活
の維持・継
続できる社
会の実現

地域の
ビジョン

(理想の姿)

（大項目） （中項目）

要介護状態等となることの予防等
を図りつつ、住民や多様な主体が
関わって地域の資源が整備・維
持・活用されている

個々の施策が連動しつつ、十分に機能しているかを点検
※それぞれの項目で関連した参考指標を用いて、振り返る

高齢者や家族が必要な医療・介
護を利用しながら望む場所で生
活を継続している

自治体を中心に、地域包括支援センターや地域の関係機関が連携し、分野横断的
なマネジメントが実施できている

医療・介護をはじめとするサービス
の提供が持続可能な状態である

高齢者や家族が、望む暮らしに合った介護サービスや生活支援を利用でき、生
活を継続している

本人の希望に応じた日常療養から看取りまでの体制を整え、提供できている

高齢者がリハビリテーション等を活用しながら出来る限り心身機能や生活行為の
回復と維持を図っている

高齢者が、急変時を含め、入退院があっても切れ目のないケアを利用でき、生活
を継続している

高齢期の住まいや移動を支える資源の整備・活用に向けた取り組みが実施され
ている

多くの住民が自分の強みや興味・関心に沿った社会参加の機会を得て、結果的
に健康増進や介護予防につながっている

高齢者を含む地域住民が、認知症の視点も踏まえた地域共生社会の実現を進
め、認知症の人の発信や意思決定・権利擁護が尊重されていると感じている

認知症になっても、その状況に応じた適時・適切な医療・ケア・介護サービスを利
用でき、生活を継続できている

地域のビジョン及び各施策が目指す姿の実現のために多職種が連携し
て取り組んでいる

庁内外の関係部局・機関で地域のビジョン及び各施策が目指す姿や
課題を具体的に共有して事業等を推進している

庁内外の関係者が課題や成果を客観的に共有できるよう情報を収
集・活用できている

施策レベルの視点政策レベルの視点

地域の持続性の観点からの点検
（地域のビジョンの持続性を高める観点での参考となる指標）

ビジョンの実現に向けた政策目標の具体化と、
その機能、効果についての点検
※他分野の政策との連動の視点を含む

目指す地域づくりに向け、
全庁的に取り組めているか？

目指す姿の実現に向けて政策が
展開されているか？

庁内外の連携は十分に機能しているか？規範的統合

組織の機能を
高める各領域
共通の視点

※下記はプレ・リリース版時点での検討案であり、
最終版で一部変更となる可能性があります

各
施
策
・
事
業
は
政
策
目
標
の
実
現
を
意
識
し
て
い
る
か
？

政
策
目
標
が
目
指
す
姿
を
具
体
的
に
共
有
で
き
て
い
る
か
？



本ツールによる点検の流れ
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• 本ツールを利用した点検の流れは以下の通り。
点検ツール本体は、以下の流れに沿って、担当者や庁内関係者がそれぞれ検討結果を記入・共有できるよ
うな形式となっている。

1. 視点に関する現在の取り組みの洗い出し

2. 視点に関連した目指す姿の振り返り

3. 目指す姿の実現状況の仮評価

4. 解決すべき要因の検討（仮の絞り込み）

・これまでの結果、地域の強み
・実現できていない要因の検討

5. 知りたいことの洗い出し、利用可能な情報の収集・整理

6. 確認結果を踏まえた今後の取り組みの検討

・取り組みをさらに良くするための工夫
（事業の組み立ての見直し、事業実施方法の工夫など）
・庁内連携や情報の収集・活用など体制等の改善方策

✓ この視点に関して、既存の(上位)計画で位
置付けられている目指す姿を振り返る

✓ この視点に関する現在実施している取り組
みを洗い出す

✓目指す姿の実現に向けた、現時
点での実現状況を「仮評価」する

✓目指す姿に向けてさらに推進する
うえで解決すべき要因(仮説)を検
討し、列記する

✓まずは知りたいことを洗い出し、さら
に利用可能な情報を収集・整理

関
係
者
と
と
も
に
適
宜
、

3

～
5

を
繰
り
返
す

✓上記の確認結果を踏まえ、施策
の展開をより効果的なものとするた
めの工夫や見直しをまとめる

次の施策の検討に反映・活用





点検の実施手順（例）

•モデル事業での実施結果を踏まえると、本ツールを活用した点検の実施手順(例)として、以下の
ような進め方が考えられます。
•なお、小規模な自治体では、本ツールが示す視点の一部だけを利用した点検も有効です。

3.施策レベルの
視点の点検

4.点検結果の
総括

次期計画等に
向けた反映

1.点検の
体制づくりと
ねらいの共有

⚫ 誰が主担当となって、どのような体制で点検を実施するかを定める
⚫ 関係課をまたがる検討体制とする場合は、事前準備として、自地域における地域包括ケアシステム
の構築状況など、これまでの経緯や現状の認識を共有しておくことも有効である

2.点検の枠組み
と視点の確認

展開
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⚫ 点検ツールを活用して、主担当を中心に、目指す姿およびその実現状況の仮評価を実施する
⚫ 仮の評価であるこの段階から、可能な範囲で庁内外関係者も交えて検討を進めることも有効である

⚫ 仮の現状分析結果にもとづき、知りたいことを洗い出し、利用可能な情報を収集・整理する
⚫ 「地域包括ケアシステム見える化システム」等のデータに加え、庁内関係各課が独自に把握・収集し
ている情報も活用する

⚫ 収集した情報を整理・分析し、目指す姿の実現に向けて、さらに効果的に施策を展開していくうえ
で次に解決すべき要因を検討・検証する ※必要に応じて、追加の情報収集を実施する

⚫ 情報の分析・検討結果までを踏まえ、施策の展開をさらに効果的なものとしていくために、今後さら
に取り組みうる工夫（事業の組み立ての見直し、事業運営方法の工夫等）を整理する

⚫ 加えて、庁内連携や情報（データ）の活用など、複数の視点に横断的に関わるような庁内体制に
ついての改善方策についても整理する

⚫ 検討結果を庁内の関係者や、次期計画策定の検討にも共有・報告し、次の施策等の検討に役立
てる

⚫ 点検を実施するメンバーで、枠組みと点検の概要・関係性を確認する



普段担当する事業が、上位目標に照らし
てどのように位置付けられるかを考えるの
が難しい・・・

保険者機能指標などの結果をどう解釈し
て、次の施策・事業を組み立てれば良い
か分からない・・・

本ツールの活用メリット

■本ツールを活用するメリット
• これまでも事業レベルの評価は行われてきました。
一方で、施策・事業ごとの評価を意識しすぎるあま
り、縦割りに陥ってしまう難しさもあります。

• 本ツールを活用することで地域のビジョンに照らして
施策が何を目指していて関連する事業等がどの
ように位置づけているのかを点検し、施策をより効
果的に展開するために、今後どのような工夫や見
直しが考えられるかを明らかにできます。

• また、点検ツール(様式)を活用することで、目指す
姿や関連する現在の取り組み、今後の工夫などを
庁内外の関係者とともに共有・検討しやすくするこ
とができます。

■本ツールを活用していただきたい場面
• 本ツールは、上位目標に照らして施策の位置づけ
を振り返り、より効果的に展開できるようなものと
なっているかを点検するものです。

• したがって、これまでの施策を点検して新たな施策
の展開を組み立てる場面で特にご活用いただくこと
を想定しています。

施策・事業の
振り返りや新規立案でよくある

悩み

「そもそも何のため」の事業だったかを確認
し、事業で解決すべき課題や目標、他の
事業との連携の視点を得られる

「なぜ、何のために」新たな施策・事業を
組み立てるのかを、理事者等に対して、体
系的に説明できる視点を得られる

本ツールの活用により・・・
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おわりに

本事業に関連する情報は以下から入手できます。ご参照ください

本ツールは、厚生労働省令和4年度老人保健健康増進等事業の一環で作成したものです。
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地域包括ケアシステム
～効果的な施策を展開するための考え方の点検ツール～

◼ ウェブサイトURL（日本総研HP内）
⇒https://www.jri.co.jp/service/special/content11/corner113/chk_tool/

◼ 掲載内容
〇点検ツール
ー点検ツール
ー概要説明資料
ー概要解説資料の解説動画
ー点検の手引き（※４月下旬頃公開予定）
〇本点検ツールに関するこれまでの調査研究事業報告

◼ ウェブサイトへ（日本総研HPへリンク）


